[bookmark: _GoBack]様式第１号（その２）（第２条関係）


　　　　　　　　　　　　　　港 湾 施 設 使 用 許 可 申 請 書
年　　月　　日　　
　福井県知事　様
申請者　住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　
[bookmark: MatchedText1]氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　
（法人にあつては、主たる事務所の所在地、名称および代表者の氏名）　
電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　
上記以外の連絡先　　　　　　　　　　　　



　　　　　　を使用したいので、次のとおり申請します。

	使用期間
	　　　　年　　月　　日から　　　年　　月　　日まで

	法人の運行の管理者
	氏名
	
	電話番号
	

	艇長
	　　　　　　　　　　　　　　 m

	舶名
	
	船舶番号
	


(注)１　この様式は、桟橋および物揚場においてプレジャーボートを使用する場合に用い
　　　るものとする。
　　２　電話番号には、申請者の自宅等の電話番号を記載すること。携帯電話の番号であ
　　　つてもさしつかえない。
　　３　上記以外の連絡先は、平日の昼間時に自宅では連絡が十分にとれない場合であつ
　　　て別の連絡先がある場合には、その電話番号等を記載すること。
　　４　艇長は、小型船舶登録事項通知書（平成17年3月31日までの間で、小型船舶の登録
　　　等に関する法律に基づく登録をしていない船舶にあつては、船舶検査証書とする。）
　　　に記載された船舶の長さを記載すること。
　　５　申請者が個人の場合にあつては申請者の小型船舶操縦士免許の写し、小型船舶登
　　　録事項通知書および船舶検査証書の写しならびに申請者の本籍の記載のある運転免
　　　許証等の写し、申請者が法人の場合にあつては小型船舶登録事項通知書および船舶
　　　検査証書の写し、法人の登記事項証明書の写しならびに法人の運行管理者の小型船
　　　舶操縦士免許の写しを添付すること（平成17年3月31日までの間で、小型船舶の登録
　　　等に関する法律（平成13年法律第102号）に基づく登録をしていない船舶にあつては、
　　　小型船舶登録事項通知書の写しの添付を要しないものとする。）。
